
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

六

一

号

政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
二
月
八
日
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
、
秘
書
等
の
会
計
責
任
者
が
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し

た
場
合
、
議
員
本
人
の
公
民
権
を
停
止
す
る
等
の
罰
則
を
強
化
す
る
と
す
る
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
「
政
治
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
の
は
大
変
マ
イ
ナ
ス
だ
。
政
治
資
金
問
題
に
厳
し
く
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
で
き
れ
ば

通
常
国
会
中
に
仕
上
げ
た
方
が
い
い
」
と
述
べ
、
そ
の
実
現
に
意
欲
を
示
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
一
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

前
回
質
問
主
意
書
で
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
前
文
で
挙
げ
た
罰
則
強
化
に
加
え
、
企
業
・
団

体
献
金
を
禁
止
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
、
ま
た
政
党
助
成
金
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
に
企
業
・
団
体
献
金
を

な
く
す
と
い
う
趣
旨
の
下
、
導
入
さ
れ
た
経
緯
か
ら
も
、
せ
め
て
企
業
・
団
体
献
金
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
凍
結
す
る
と
い

う
措
置
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
鳩
山
総
理
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
政
府
と
し
て
は
、
政
治
資
金

制
度
及
び
政
党
助
成
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
政
治
活
動
の
自
由
と
密
接
に
関
連
す
る
事

柄
で
あ
り
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
鳩
山
総
理

は
、
本
年
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
党
首
討
論
に
お
い
て
、
企
業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
に
向
け
、
政
治
資
金
規
正
法
改

一



正
の
た
め
の
与
野
党
協
議
機
関
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
に
よ
る
提
案
に
対
し
、
「
賛
成
し
た
い
。
大

い
に
進
め
て
い
こ
う
」
と
応
え
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

二

鳩
山
総
理
は
、
行
政
の
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
最
大
与
党
、
最
大
会
派
の
長
で
あ
る
民
主
党
代

表
で
も
あ
る
。
鳩
山
代
表
と
し
て
、
「
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
資
金

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
前
文
で
挙
げ
た
罰
則
強
化
に
加
え
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
、
右
答
弁
に
あ
る
各
党
各
会
派
に
お
け
る
議
論
を
加
速
さ
せ
、
自
ら
前
面
に
出
て
、
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


